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新スーパーコンピュータシステムの概要

大型計算機七ンター研究開発部

出口弘

1 9 8 8年 1月からサービスして来ました現有スーパーコンピュータ NEC SX-2 

Nに代わり、 1 9 9 2年2月から最新鋭のスーパーコンピュータ NEC SX-3/1 4 

Rを導入することになりました。本稿では、新スーパーコンピュータシステムの概要と、

現在考えている運用案などについて紹介しています。なお、ハードウェア、オペレーテ

ィングシステムおよび言語プロ七ッサなどに関する詳細は、この後の記事をご既下さい。

今月号の表紙は、スーパーコンピュータ SX-3/14Rの本体、内部で使われてい

るLSI超高密度パッケージおよび分子軌道計算システムAMOSSを用いて計算した

ニトロベンゼンの分子構造と竜子密度分布です。

I. 導入システムの概要

1. 1主なハードウェアとその性能

新スーパーコンピュークシステムの構成図を図 lに示します。

SX-3/14R 

演算処理装置 演算速度： 6.4GFLOPS 

マツンサイりル ： 2. 5 n s e c 

主記憶装置 記憶容量： 1 GB 

了クセス時間： 20nsec 

拡張記憶装置 記憶容量： 2GB 

オペレーション周辺機器

コンソール

自動運転制御装置

ページプリンタ

ネットワーク装置

B4680制御プロセッサ 10MbpsのEthernetに接続する

通信制御プロセッサ 専用回線、竜話回線などを接続する

FDDI拡張機構 1 OOMbpsのFOOiに接続する

HIPP! 接続機構 1 0 OMB/Sの超高速チャネルを接続する

オープン・外部記憶装置

磁気ディスク装置 記憶容量： 1 0 2. 6 GB  

転送速度： 4.5MB/S 

カートリッツ`う1rうリ装置 記憶容量： 290GB 

転送速度： 4.5MB/S 

磁気テープ装置

動画像表示装置

UltraNet 1 GbpsのLAN

フレームバッファ UltraNetを経由して画像デークを表示する

ビデオコマ撮り装置
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1. 2主なソフトウェア

基本ソフトウェア

SUPER-UX UN  I X (AT&T UNIX System V+ 4. 3BSD) 

FORTRAN 7 7 / S X ANSI、JIS規格（通称FORTRAN77) に準拠

自動ベクトル化機能、最適化機能

ANALYZER/SX ベクトル化支援ツール

C/S X ANSI Cに準拠

自動ベクトル化機能、広域最適化機能

dbx デバッグ支援ツール

ULTRA-L Ul traNetデータ／ファイル転送ライプラリ

c++ AT&T Ct+ R2. 0 

ライプラリ

ASL/ S X V2 科学技術計算用ライプラリ

MA  T H L I B / S X V2 数値計算、統計計算用ライプラリ

GKS 2次元図形処理用ライプラリ

PHIGS 3次元図形処理用ライプラリ

応用ソフトウェア

SXview/lMG ビジュアルショミュレーションシステム

リアルタイムアニメーション機能

1.3現有システムとの比較

システムの概要を現有のSX-2Nと比較すると以下のようになります。

SX-3/l 4R SX-2N 

ピーク処理性能 6.4GFLOPS 1.14GFLOPS 

マシンサイクル 2. 5 n sec 7 n s e c 

主 記 憶 1GB 256MB 

拡張記憶 2GB なし

磁気ディスク 102GB 31GB 

゜
s SUPER-UX sx-os 

7• 11ク方ミンが言語 FORTRAN77 /SX. FORTRAN77/SX 

C/SX, CH 

ネットワーク UltraNet 1000 なし

フレームバッファ Ul traNet 7レーム11・・ ッ7了 なし

ビデオ3マドリ装置 V-TR. Jントnチ なし

動画表示ソフト SXview なし

ハードウェアにおける大きな違いは、理論ピーク性能で5倍以上という超高速演算機

能にあります。もちろん実行するプログラムに強く依存しますが、テスト機におけるべ

ンチマークテストでは、ベクトル演算においては3倍rv6倍、スカラー演算についても
3倍という結果が出ています。また、主記憶装置の容量が 4倍、拡張記憶装置も装備し
ており、磁気ディスク装置の容量も約 3倍となります。このように新しいスーパーコン

ピュータは、質的にも量的にも強大なシステムに変わります。これによって、長時間、
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大規模ジョプの処理にも期待ができます。

ソフトウェアにおける大きな違いは、オペレーティングシステムがsx-osから S
UPER-UXという UNIXに変わることにあります。 UNIXならではの快適なソ

フトウェア開発環境、プログラミング言語も従来の FORTRAN77/SXに加えて、

自動ベクトル化機能付きのC/SXやc++も新たに使用できるようになります。しか
し、今まで使用しているプログラムは全て再コンパイルするなど移植が必要となります。

さらに、スーパーコンピュータを直接利用する形態（現在の基本系）は大きく変化しま

す。

システムとしては、 SX-2NはACOSのバックエンドプロ七ッサとして一体運用

しておりますが、 SX-3/14Rはネットワークに直接接続し、スタンドアローンな

システムとしても運用します。 UI t r a N e tという超高速ネットワークの導入、 F

DOIへの対応など分散処理、ネットワークコンピューティング時代にふさわしいシス

テムです。このように、高速 LANを介してワークステーションからも容易にスーパー

コンピュータを利用できるなど、オープンシステムとなります。

さらに特筆すべき点として、強力なグラフィックス環境が挙げられます。スーパーコ

ンピュータの高速化にともない、その膨大な計算結果を視覚的に表現すること、いわゆ

る ScientificVisualizationが極めて重要になりつつあります。フレームバッフアを

超高速ネットワーク経由で接続し、計算結果をリアルタイムに画像表示したり、グラフ

ィックワークステーションとの分散ク‘、ラフィックス環境が実現できます。

2. 利用形態

2. 1 AC OSからの利用

SUPER-UXの強力なバッチ処理システム NQ S (Network Queuing System)に

ょって、 ACOSをフロントエンドプロ七ッサとしたバッチジョプの処理が行なえます。

OSの変更にともない、スーパーコンピュータを直接利用する形態（現在の基本形）は

大きく変化しますが、現在の簡易形、すなわち、 SXRUNによるインタラクティプな

処理やSXJOBによるバッチジョプの投入などは、ほぼ現行通りに行なえるようにす

る予定です。

2. 2ワークステーションからの利用

ワークステーションからも NQSを用いて、バッチジョプの処理が行なえます。これ

はUNIXプロ七ッサをフロン l、エンドプロセッサとして利用する新しい形態です。 te

lnet、ftpなどを使つてスーパーコンピュータが利用ができるようになります。

2. 3直接利用

七ンターし ANを介して接続されているワークステーションやコミュニケーションサ

ーバ経由で接続されている端末から対話的に利用することも可能です。

2. 4動画像表示装置の利用

動画像表示プログラム SXviewを用いて、計算結果をリアルタイムにフレームバ‘

ッフアに画像表示できます。
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3. 運用案、課金案

運用案に関しては、まだ検討段階にあり未定です。 OSの変更にともない詳細な検討

を必要としますが、主記憶容盪も 4倍になることですし、大規模ジョプヘの対応という

践点から、少なくとも 51 2 MB (現在の2倍）のプログラムサイズのジョプが実行で

きるようにしたいと考えています。また、長時間ジョプヘの対応も考えています。

課金案に関しては、長時間ジョプのサービスなどを含むサービスの向上のために、実

際に使用したあるいは確保した記憶容量、計算時間に応じて負担金を増収することや汎

用機およびワークステーションとのバランスを考磁して総合的に検討中です。

詳細につきましては、決まり次第お知らせ致しますので、ご理解とこ‘‘協力をお願い致

します。

4. 移行のスケジュール

旧システムの運用サービスを 19 9 3年 1月 14日（木）までとし、新システムの運

用サービスを 19 9 3年 2月1日（月）に開始する予定で作業を進めております。繁忙

期に 2週間程スーパーコンピュータシステムのサービスを停止しなければなりません。

利用者の皆様にはご理解とご協力のうえスケジュール調整をお願い致します。

5. その他

七ンターでは、移行に際して必要となる FORTRANの相違をはじめとする新スー

パーコンピュータに関する特別講習会の開催を検討しています。また、研究開発計画と

して、スーパーコンピュータに関するもの、特にその計算結果の可視化に関するものを

募集していります。

新スーパーコンピュータシステムの運用その他に関するご意見ご要望などもお気軽に

お寄せ下さい。
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